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建
設
資
材
の
ア
ス
ベ

ス
ト
で
健
康
被
害
を
受

け
た
と
し
て
、
国
や
建

設
メ
ー
カ
ー
に
損
害
賠

償
を
求
め
た
九
州
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が

11
月
11
日
福
岡
高
裁
で
あ
り
、
国

の
責
任
だ
け
の
一
審
の
判
決
か
ら
、

メ
ー
カ
ー
責
任
も
認
め
、
補
償
か
ら

除
外
さ
れ
た
「
一
人
親
方
」
も
賠
償

の
対
象
に
含
む
と
判
断
。
国
と
メ
ー

カ
ー
に
約
３
億
５
千
万
の
支
払
い
を

命
じ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
問
題
の
全

面
解
決
、
す
べ
て
の
被
害
者
に
対
し

救
済
と
被
害
の
根
絶
に
向
け
て
進
ん

で
も
ら
い
た
い
。（
青
子
）

　

11
月
14
日
、
最
終
団
交
で
再
任
用
職
員
の
給
料
表
の
改
定
、
昇
任
に

伴
う
特
別
昇
給
制
度
の
改
正
、
55
歳
未
満
の
職
員
の
昇
給
制
度
の
改
正
、

臨
時
職
員
の
賃
金
額
の
改
定
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
休
暇
制
度
の
改
正

を
再
提
案
さ
せ
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
の
第
１
回
団
体
交
渉
を

皮
切
り
に
、
11
月
14
日
の
最
終
団
交

ま
で
（
掲
示
内
容
は
闘
争
情
報
記
載
）

市
職
労
は
当
局
と
交
渉
を
繰
り
返
す

と
と
も
に
、
２
７
９
９
筆
の
要
求
署

名
を
提
出
し
、
要
求
実
現
に
向
け
、

た
た
た
か
い
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

要
求
に
対
す
る
当
局
の
回
答
は
、

組
合
が
強
く
要
求
し
た
全
職
員
の
給

料
表
の
改
定
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ベ

テ
ラ
ン
職
員
・
再
任
用
職
員
の
処
遇

改
善
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容
で
あ
り
、

住
居
手
当
の
改
正
や
人
事
評
価
を
給

与
に
反
映
さ
せ
る
査
定
昇
給
導
入
を

来
年
4
月
1
日
に
実
施
す
る
提
案
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

ち
か
ら
を
一
つ
に

　

各
評
議
会
、

部
会
に
お
い
て
、

総
務
局
や
各
任

命
権
者
へ
の
要

請
行
動
、
総
決

起
集
会
、
区
長

や
所
属
長
要
請
、

職
場
オ
ル
グ
、

昼
休
み
昼
食
会
、
機
関
紙
の
発
行
な

ど
を
行
い
、
査
定
昇
給
制
度
の
問
題

点
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改

善
、
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど

を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
再
任
用
職
員
の
給
料

月
額
を
２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
に

引
き
上
げ
、
査
定
昇
給
と
昇
任
に
伴

う
特
別
昇
給
制
度
の
改
正
の
実
施
時

期
を
２
０
２
１
年
４
月
１
日
、
臨
時

職
員
の
賃
金
の
改
定
率
を
０
・
14
％

か
ら
１
・
31
％
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
休
暇
の
付
与
を
６
か
月
未
満
の

場
合
で
も
付
与
す
る
こ
と
な
ど
改
善

し
た
提
案
を
さ
せ
た
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
の
行
動
が
実
を
結
ん
だ
結
果
と

言
え
ま
す
。

　

今
後
に
向
け
て

　

し
か
し
、
勤
務
評
定
制
度
の
公
平

性
を
確
立
し
、
誰
も
が
納
得
で
き
る

制
度
へ
の
改
善
、
職
務
段
階
別
加
算

の
改
善
、
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、

災
害
対
応
の
人
員
を
確
保
さ
せ
る
こ

と
な
ど
引
き
続
き
多
く
の
課
題
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

来
年
の
春
闘
や
賃
金
確
定
要
求
に
向

け
て
20
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組

み
ま
す
。
み
ん
な
の
声
で
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
、
働
き
や
す
い
職
場
を

実
現
し
ま
し
ょ
う
。

総務局との団体交渉

本庁北側での総決起集会

退庁後の総務局要請行動。
多くの組合員が集まりました。

査
定
昇
給
・
昇
任
に
伴
う
特
別
昇
給
制
度

　
　
　
　
　
　

実
施
時
期
を
１
年
延
期
へ



　

11
月
４
日
（
月
） 

東
京　

日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た

「
す
べ
て
の
子
ど
も
に
よ
り
よ
い

保
育
を
！
11
・
４
大
集
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
３
０
０
０
名
を
越
え

る
参
加
者
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
、

子
ど
も
の
こ
と
や
保
育
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
仲
間
が
多
く
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
心
強
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、「
保
育
問
題

の
現
状
」「
す
べ
て

の
子
ど
も
に
格
差
な

く
等
し
く
質
の
高
い

保
育
を
保
障
す
る
無

償
化
を
」
な
ど
、
５

つ
の
テ
ー
マ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

  

無
償
化
は

　

問
題
山
積
み

　

保
育
問
題
に
社
会

的
な
注
目
が
集
ま
る
な
か
、
10
月

か
ら
保
育
・
幼
児
教
育
の
「
無
償

化
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
無
償

化
自
体
は
、
私
た
ち
が
求
め
て
き

た
「
利
用
者
負
担
」
軽
減
の
要
求

に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち

の
運
動
の
成
果
と
も
い
え
ま
す
が
、

そ
の
内
容
に
は
大
き
な
問
題
が
山

積
み
で
す
。
①
無
償
化
の
中
心
は

３
〜
５
歳
児
で
、
０
〜
２
歳
児
は

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
対
象
限

定
、
②
３
〜
５
歳
児
の
給
食
食
材

費
の
実
費
負
担
化
、
③
条
件
が
整

わ
な
い
認
可
外
施
設
も
5
年
間
は

対
象
に
す
る
、
④
公
立
保
育
所
等

の
無
償
化
の
財
源
は
自
治
体
任
せ

で
、
無
償
化
を
口
実
に
一
層
の
民

営
化
・
統
廃
合
が
す
す
む
、
⑤
無

償
化
に
財
源
が
と
ら
れ
、
待
機
児

童
問
題
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
が

後
回
し
、
な
ど
課
題
を
共
有
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

か
ら
銀
座
を
通
り
、
東
京
駅
に
向

か
っ
て
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
に

質
の
高
い
保
育
を
！
！
」
な
ど
と

声
を
高
ら
か
に
パ
レ
ー
ド
に
も
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

 
  

全
国
の
仲
間
と

　

い
ま
や
、
保
育
所
や
学
童
保
育

は
国
民
生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可

欠
な
施
設
、
社
会
的
資
源
に
な
り
、

保
育
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち

が
、
切
実
な
願
い
に
声
を
あ
げ
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
、

育
て
、
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
保
育
・
学
童
保
育
の
実
現
を
求

め
て
、
学
び
、
全
国
の
仲
間
と
手

を
つ
な
ぎ
、
行
動
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

 
  

北
九
州
市
に
集
ま
れ

　

来
年
２
月
23
日
（
日
）
〜
24
日

（
月
・
祝
）
に
、
ウ
ェ
ル
と
ば
た

に
て
「
自
治
体
保
育
労
働
者
の
全

国
集
会
in
北
九
州
」
が
開
催
さ
れ
、

全
国
の
保
育
士
が
集
ま
り
、
学
習

を
行
い
ま
す
。
多
く
の
保
育
士
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

保
育
士　

嵐
山 

義
広 ステージでは楽しいパフォーマンス

全国から集まった仲間

真の無償化を実現しよう！真の無償化を実現しよう！真の無償化を実現しよう！

　

沖
縄
本
島
北
部
の
山
々
と
青
い

空
、
青
い
海
が
広
が
る
辺
野
古
に

は
、
海
洋
生
物
が
５
３
０
０
種
以

上
、
絶
滅
危
惧
種
２
６
２
種
が
息

づ
き
「
生
物
多
様
性
の
宝
庫
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
豊
饒
な
美
ら
海
、
辺
野
古
・

大
浦
湾
に
政
府
は
巨
大
な
米
軍
基

地
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
規
制
と
辺
野
古

　

北
九
州
市
の
土
砂
が
美
し
い
辺

野
古
の
海
を
破
壊
す
る
こ
と
は
、

許
せ
な
い
と
「
辺
野
古
埋
め
立
て

土
砂
搬
出
反
対
北
九
州
連
絡
会
」

が
反
対
の
運
動
を
展
開
し
、
そ
の

一
環
と
し
て
11
月
２
日
に
八
幡
西

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、
１
年
半
の
空
か

ら
の
監
視
で
明
ら
か
と
な
っ
た
、

防
衛
局
が
大
浦
湾
を
汚
濁
す
る
違

法
な
工
事
の
実
態
を
住
民
に
追
及

さ
れ
、
回
答
不
能
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
い
る
場
面
や
、
沖
縄
島
の
15

％
を
占
め
る
米
軍
基
地
や
島
々
で

建
設
が
進
む
自
衛
隊
基
地
の
状
況

が
リ
ア
ル
に
写
し
出
さ
れ
、
民
意

や
法
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
る
辺

野
古
基
地
建
設
に
怒
り
を
感
じ
ま

し
た
。

　

今
年
、
ド
ロ
ー
ン
規
制
法
が
施

行
さ
れ
、
防
衛
大
臣
が
飛
行
禁
止

区
域
と
認
定
す
れ
ば
飛
行
で
き
な

く
な
り
沖
縄
の
自
然
破
壊
を
空
中

か
ら
監
視
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

辺
野
古
埋
め
立
て
は
、マ
ヨ
ネ
ー

ズ
地
盤
が
明
ら
か
と
な
り
、
最
深

９
０
メ
ー
ト
ル
の
改
良
工
事
の
実

績
は
な
く
、
費
用
も
２
兆
５
千
億

か
か
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た

め
「
ス
ト
ッ
プ
辺
野
古
」
請
願
署

名
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

うるま市にある米軍の陸軍貯油施設。３本のパイプの内２本は嘉手納
基地、もう１本は普天間飛行場に連結。その総延長は160㎞。沖縄
島の地下を、東西に横断しているという。

知らないことがいっ
ぱい。驚きと怒りの
連続です。
（試写会参加者）

「
ド
ロ
ー
ン
の
目
」

「
ド
ロ
ー
ン
の
目
」

　　

    

辺
野
古
を

辺
野
古
を

　
　
　

　
　
　

め
ぐ
る
真
実

め
ぐ
る
真
実

子どもの育ちを
保障する



　

９条の会９条の会

　

市
民
と
と
も
に

市
民
と
と
も
に

　
　
　

 　

到
津
の
森
公
園
Vol.2

　

　

平
成
14
年
４
月
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
大
き
な
期
待
を
受
け
『
到

津
の
森
公
園
』
と
し
て
生
ま
れ
替

わ
っ
た
中
で
、
到
津
遊
園
時
代
か

ら
こ
の
森
に
住
む
続
け
る
動
物
の

一
つ
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
森
林
に
棲
み
腕

が
と
て
も
長
く
、
声
を
発
す
る
際

に
喉
元
に
あ
る
大
き
な
袋
を
膨
ら

ま
せ
る
の
が
特
徴
の
フ
ク
ロ
テ
ナ

ガ
ザ
ル
が
い
ま
す
。
昭
和
48
年
に

来
園
し
御
年
48
歳
、
そ
の
名
は

「
チ
ャ
ン
」。
今
で
は
頭
の
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
白
い
毛
と
黒
い
毛
が
入

り
交
じ
っ
て
、
す
っ
か
り
爺
ち
ゃ

ん
サ
ル
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

「
チ
ャ
ン
」
が
ど
の
よ
う
に
到
津
遊

園
に
来
た
の
か
。

　

そ
の
頃
の
日
本
は
高
度
経
済
成

長
期
で
、
北
九
州
市
も
鉄
の
町
と

し
て
重
工
業
の
発
展
の
中
心
に
。

北
九
州
の
船
員
さ
ん
が
東
南
ア
ジ

ア
に
行
っ
た
際
、
船
上
で
の
寂
し

さ
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
動
物
を
飼
っ

た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が「
チ
ャ
ン
」。

し
か
し
、
船
員
さ
ん
が
日
本
に
帰

国
し
た
際
、
自
宅
で
は
飼
育
で
き

ず
動
物
園
に
引
き
取
ら
れ
た
の
で

す
。
そ
の
翌
年
に
雌
が
加
わ
り
、

夫
婦
仲
の
良
い
２
頭
に
な
り
ま
し

た
。
私
が
飼
育
を
担
当
し
始
め
た

の
が
平
成
３
年
頃
か
ら
。
そ
し
て

平
成
7
年
１
月
16
日
、
こ
の
２
頭

の
間
に
目
が
と
て
も
愛
ら
し
い
雄

の
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
の
動
物
舎
は
床
が
全
面

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
金
網
に
囲
ま

れ
暖
房
用
の
電
灯
が
一
つ
の
一
般

的
な
建
物
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
り

ふ
れ
た
動
物
舎
の
中
で
、
彼
ら
が

叫
ぶ
声
や
長
い
腕
を
使
い
な
が
ら

移
動
す
る
仕
草
は
、
お
客
さ
ん
に

と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
子
が
生
ま
れ
て
約

半
年
後
、
母
親
が
急
死
。
ま
だ
母

親
の
温
も
り
や
ミ
ル
ク
を
欲
し
が

る
こ
の
幼
子
を
見
る
と
不
憫
で
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
そ
の

日
は
、
母
親
を
失
っ
た
子
に
無
情

に
も
白
い
雪
が
チ
ラ
チ
ラ
と
。
お

父
さ
ん
の
「
チ
ャ
ン
」
は
母
親
の

代
わ
り
に
幼
子
を
自
分
の
懐
に
優

し
く
包
み
ま
す
。
そ
の
雪
は
見
る

見
る
う
ち
に
「
チ
ャ
ン
」
の
背
に

冷
た
く
降
り
積
も
り
…
。「
オ
ス

親
は
育
児
に
関
与
し
な
い
」
と
動

物
の
世
界
で
は
通
説
な
の
で
す
が
、

こ
の
出
来
事
は
今
で
も
思
い
出
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
父
子
家
庭
で
育
っ
た
「
マ

ツ
」
は
そ
の
後
、
遠
路
は
る
ば
る

名
古
屋
の
動
物
園
か
ら
お
嫁
さ
ん

を
も
ら
い
、
今
で
は
4
頭
の
孫
た

ち
に
囲
ま
れ
賑
や
か
な
環
境
に
な

り
ま
し
た
。

　

秋
深
ま
っ
た
今
日
も
、
遠
く
は

小
倉
北
区
の
泉
台
地
区
ま
で
木
魂

す
る
テ
ナ
ガ
ザ
ル
た
ち
の
声
が
響

き
渡
り
ま
す
。

　
「
ウ
オ
ホ
ホ
、
ウ
オ
ホ
ホ
、
ウ

オ
ホ
ホ
…
…
…
…
」

　
（
飼
育
展
示
係
長　

西
村
武
文
）

フクロテナガザル「チャン」

多くのお客様が見つめる
フクロテナガザル舎

　

11
月
の
６
・
９
行
動
は
6
日
水

曜
日
の
夕
方
、
女
性
部
幹
事
会
の

前
に
鴎
外
橋
で
行
い
ま
し
た
。

　

確
定
闘
争
で
連
日
の
行
動
が
続

い
て
い
る
中
で
す
が
、
毎
月
の
こ

の
行
動
は
休
む
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
ち
ょ
う
ど
鴎
外
橋
で
は
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備
が
行

わ
れ
、
試
験
点
灯
が
さ
れ
て
お
り
、

私
た
ち
を
励
ま
し
て
い
る
よ
う
で

し
た
。
暗
く
な
る
の
が
早
く
、
道

行
く
人
も
足
を
速
め
て
、
な
か
な

か
足
を
止
め
て
の
署
名
に
は
応
じ

て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約

30
分
の
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
12

月
は
各
地
区
の
女
性
団
体
と
共
同

で
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
８
日
前

後
に
赤
紙
を
配
布
し
て
宣
伝
を
行

い
ま
す
。
小
倉
地
区
は
６
日
（
金
）

鴎
外
橋
付
近
で
、
八
幡
地
区
は
７

日
（
土
）
黒
崎
駅
前
で
す
。

お
知
ら
せ

―
11
月
―

●
21
日
（
木
）
18
時
30
分
～

　
【
公
契
約
条
例
制
定
を
め
ざ
す

　

学
習
会
】

　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
30
日
（
土
）
～
１
日
（
日
）

　
【
第
30
回
人
間
ら
し
く
働
く
た

　

め
の
九
州
セ
ミ
ナ
ー
㏌
長
崎
】

　
１
日
目　
全
体
会
13
時
〜
18
時

　
２
日
目　
分
散
会
９
時
〜
12
時

        　

市
民
公
開
講
座

　
　
　

12
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
　
　
長
崎
大
学
中
部
講
堂
ほ
か

―
12
月
―

●
22
日
（
日
）
10
時
～

　
【
女
性
部
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　

メ
ン
ト
】

　
　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
参
加
者
募
集
中
で
す
。

日　時　１１月２６日（火）
　　　　１８時１５分～

場　所　生涯学習総合センター

中央委員会
第394回



　

立
冬
が
過
ぎ
、
朝
夕
寒
い
日
が

増
え
て
き
ま
し
た
。
平
成
中
村
座

小
倉
城
公
演
で
連
日
に
ぎ
わ
う
勝

山
公
園
も
紅
葉
が
き
れ
い
。
文
化

芸
術
の
秋
も
大
詰
め
で
す
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

今
月
は
、
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
小

倉
の
み
上
映
の
日
本
映
画
に
注
目
。

ま
ず
、
全
シ
ネ
コ
ン
で
公
開
中

の
「
閉
鎖
病
棟　

そ
れ
ぞ
れ
の
朝
」

と
比
べ
て
し
ま
っ
た
「
ひ
と
よ
」。

〝
赦
し
〞
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
共

通
点
と
、
平
山
秀
幸
と
白
石
和
彌

の
監
督
の
違
い
を
感
じ
た
映
画
で

し
た
。
私
は
戸
畑
区
出
身
の
平
山

フ
ァ
ン
で
す
。「
影
踏
み
」
は
横

山
秀
夫
原
作
×
篠
原
哲
雄
監
督
×

山
崎
ま
さ
よ
し
主
演
の
サ
ス
ペ
ン

ス
、「
エ
ン
ジ
ェ
ル
サ
イ
ン
」
は

ア
ジ
ア
の
監
督
６
人
が
映
像
と
音

楽
の
み
で
紡
ぐ
オ
ム
ニ
バ
ス
。
29

日
公
開
の
「
わ
た
し
は
光
を
に
ぎ
っ

て
い
る
」
は
20
歳
の
澪
の
心
象
を

映
像
化
し
た
中
川
龍
太
郎
監
督
に

期
待
大
！
コ
ロ
ナ
で
上
映
中
の

「
パ
リ
に
見
出
さ
れ
た
ピ
ア
ニ
ス

ト
」
が
お
ス
ス
メ
。
ラ
フ
コ
ン
２

番
が
耳
に
残
り
ま
す
。

　

小
倉
昭
和
館
で
公
開
中
の
「
天

才
作
家
の
妻　

40
年
目
の
真
実
」

「
彼
が
愛
し
た
ケ
ー
キ
職
人
」
は
、

観
た
か
っ
た
う
れ
し
い
２
本
立
て
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

12
月
５
日
（
金
）「
許
可
（
シ
ュ

イ
・
ク
ウ
）　

二
胡
リ
サ
イ
タ
ル
」。

ス
ー
パ
ー
二
胡
奏
者
が
中
国
、
日

本
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
の
数
々

を
奏
で
ま
す
。
圧
倒
的
な
音
を
、

ぜ
ひ
生
で
！
19
時
か
ら
戸
畑
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
。
Ｓ
席

４
５
０
０
円
、
Ａ
席
３
５
０
０
円
。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
日
本
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
「
愛
と
法
」
で
し
た
が
終
了
。

12
月
は
17
年
の
レ
バ
ノ
ン
・
フ
ラ
ン

ス
合
作
映
画
「
判
決
、
ふ
た
つ
の
希

望
」。
紛
争
が
絶
え
な
い
レ
バ
ノ
ン

の
首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
。
住
宅
補
修
工

事
で
の
さ
さ
い
な
口
論
が
メ
デ
ィ
ア

そ
し
て
国
を
巻
き
込
む
法
廷
争
い

に
…
。
主
人
公
の
二

人
の
背
景
が
明
ら
か

に
な
る
過
程
が
衝
撃

的
な
人
間
ド
ラ
マ
の

傑
作
で
す
。

12
月
15
日
（
日
）
12
時
・
18
時
30
分

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

16
日
（
月
）
19
時　

小
倉
昭
和
館

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

別
府

湯
め
ぐ
り

湯
め
ぐ
り

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道道

名
人
名
人
へ
の
へ
の
道

名
人
へ
の
道

　

今
回
も
別
府
駅
東
側
。
１
８
７

９
年
（
明
治
12
年
）
創
業
の
市
営

「
竹
瓦
温
泉
」。
建
築
当
初
、
竹
屋

根
葺
き
で
そ
の
後
改
築
さ
れ
た
も

の
が
瓦
葺
き
で
あ
っ
た
た
め
、「
竹

瓦
温
泉
」
の
名
称
が
つ
い
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
建
物
は

１
９
３
８
年
（
昭
和
13
年
）
の
建

設
。
入
口
を
入
る
と
、
券
売
機
に

「
砂
湯
」
と
あ
っ
た
が
時
間
の
関

係
で
「
入
浴
」
券
を
買
い
窓
口
に

出
す
。
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー（
１
０
０

円
）
に
荷
物
を
入
れ
て
奥
の
浴
室

へ
。
脱
衣
所
か
ら
階
段
を
降
り
湯

船
へ
。
天
井
が
高
く
開
放
感
が
あ

り
、
格
子
窓
が
大
き
く
明
る
い
。

浴
室
も
別
府
の
歴
史
を
感
じ
る
。

43
℃
と
熱
め
で
シ
ャ
ワ
ー
は
な
し
。

平
日
の
昼
間
、
貸
し
切
り
状
態
で

極
楽
極
楽
。
ロ
ビ
ー
に
は
、
テ
ー

ブ
ル
、
ベ
ン
チ
に
小
上
が
り
の
畳

敷
き
が
あ
り
、
湯
上
り
に
ゆ
っ
く

り
と
く
つ
ろ
げ
る
。
砂
湯
を
体
験

し
に
再
び
訪
れ
た
い
。

 

泉 

質

【
普
通
浴
】男
湯　

塩
化
物
泉

　
　
　
　

女
湯　

炭
酸
水
素
塩
泉

【
砂
湯
】炭
酸
水
素
塩
泉

千と湯婆婆が迎えてくれそお？

住　

所　

別
府
市
元
町
16
ー
23

料　

金　

普
通
浴
１
１
０
円

　

砂
湯（
１
０
５
０
円
内
湯
込
み
）

時　

間　

６
時
30
分
〜
22
時
30
分

　
　
　
　

砂
湯
は
８
時
〜

駐
車
場　

な
し

竹
瓦
温
泉
の
ご
紹
介

④

竹瓦温
泉

脱衣所から左の階段で降りる

 

交
通　
「
北
都
観
光
」
大
型
バ
ス

〇
往
路
＝
１
月
25
日
（
土
）

　

発
： 

八
幡
駅
前 

７
時
30
分

　
　
　

小
倉
Ｋ
Ｍ
Ｍ 

８
時

〇
復
路
＝
26
日
（
日
）

　

着
：
小
倉
Ｋ
Ｍ
Ｍ 

21
時

　
　
　

八
幡
駅
前 

21
時
30
分

 

宿
泊　

い
わ
み
温
泉
香
遊
館　

☎
０
８
５
５

－

９
５

－

３
５
０
５

 

定
員　

先
着
20
名
（
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
も
指
導
可
）

 

参
加
費　

大
人　

３
万
円

　

小
・
中
学
生　

２
万
６
千
円

　

幼
児　

２
万
千
円
（
3
歳
以
上
）

※
１
泊
２
食
、
保
険
料
込
み
。

　

リ
フ
ト
代
別
。
ス
キ
ー
協
会
員

以
外
は
千
円
プ
ラ
ス
で
す
。

ス
キ
ー
セ
ッ
ト
、
ウ
エ
ア
の
レ

ン
タ
ル
で
き
ま
す
。（
有
料
）

 

締
切　

12
月
25
日
（
水
）
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
！

の
ご
案
内

島
根
・
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
ス
キ
ー
場

 

主
催　

新
日
本
ス

ポ
ー
ツ
連
盟
・
福
岡

県
ス
キ
ー
協
議
会

申込は　事務局西村さん
【電話・FAX】662‒9278
【携帯】090‒7455‒1853

ス
キ
ー
ツ
ア
ー


